
特集新しい時代のまちづくり

1.　はじめに

⑴　熊本地震による益城町の被害
益城町は熊本県の中央，上益城郡北部にあり，
東西約 11 km，南北約 13 km，面積は 65.64 km2

です。熊本県の空の玄関口阿蘇くまもと空港，九
州自動車道益城熊本インターチェンジ等を有し，
交通網及び立地の優位性から大規模な開発工事が
急増し，近年は人口が増加していました。
2016（平成 28）年 4月 14 日，16 日の熊本地震
により，震度 7 の揺れを 2 度観測し，家屋の倒
壊，インフラの寸断など甚大な被害を受けまし
た。益城町では，家屋被害 10,742 棟，45 名の方
が亡くなり（直接死 20 名，関連死 25 名），135
名の方が重傷，31 名の方が軽傷を負いました 1）。

⑵　熊本地震からの復旧・復興と熊本大学ましき
ラボの役割
これまで経験したことのない震度 7の強震が 2

度近接して起こった熊本地震に対して，熊本大学
は「熊本復興支援プロジェクト」2）を立ち上げ，
地域にある大学の総力を挙げて，次の復興支援に
取り組むことになりました。
①　震災復興デザインプロジェクト
②　阿蘇自然災害ミチゲーションプロジェクト

③　熊本水循環保全プロジェクト
④�　熊本城等被災文化財の復旧・活用支援プロジ
ェクト
⑤　地域医療支援プロジェクト
⑥　産業復興プロジェクト
⑦　復興ボランティア活動支援プロジェクト
⑧　プロジェクト技術支援ユニット
「熊本大学ましきラボ」（ましきラボ）は，①震
災復興デザインプロジェクトの中核施設として計
画され，設立趣旨には「被災地での都市計画やま
ちづくりは，通常の何倍もの速度で進められる。
短期間に，行政と住民の間で地域の将来像が共有
されないと，復興の足かせになる。熊本大学は，
被災地にサテライトラボ（図－ 1）を設け，復興
の現場で専門家が住民と対話しながら，地域の将
来像を描く支援を行う」とあります。
このような背景により，ましきラボは 2016 年
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図－ 1　ましきラボ パース（田中智之作画）
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10 月 19 日（水）に開所しました（写真－ 1）。開
所当初から計画されていたのは，毎週土曜日の
「オープンラボ」という機能で，熊本大学の教員
と学生たちが，地域の皆さまのさまざまな相談，
困り事，悩みなどを共有する場を設けました。

ましきラボは，何年かかるか不透明な熊本地震
からの復興を地域主体の持続可能な活動とするた
めに，災害以前からの地域の本質的な課題解決に
貢献する「持続的な関与」を意識して設立されま
した。災害直後の一時的な地域の支援のみなら
ず，段階的に変化する地域の課題解決に，大学が
持つ知のリソースを現場に適用・アップデートし
ながら，まちづくりに貢献するグッドプラクティ
スを創出することを目指したものです。
ましきラボは，単なる研究室の出張所ではな

く，大学が持つ「中立性」と「専門性」を活かし
て，地域住民や行政職員といった多様な主体が交
流することで，益城町の創造的復興に資する，科
学的根拠に基づき町民，自治体，大学が協働して
成り立つ「現場のプラットフォーム」（図－ 2）
としての役割を担ってきたといえます。

2.　復興まちづくりの課題

熊本地震からの復興の過程において，益城町が
直面した現実的な課題は，物理的なインフラや住
宅の再建だけではなく，「コミュニティの再構築」
と「地域住民の合意形成」でした。

⑴　コミュニティの分断と再生
同一地区において，ひどく被災した地域とそう
でもなかった地域が混在する「まだら」な被災や，
区画整理を伴う復興事業においては，地域の自治
の根幹となる生活圏や人間関係が分断されること
があります。益城町においても仮設住宅やみなし
仮設での生活が長期化する中で，孤立する地域住
民やコミュニティ機能の低下が深刻な問題となり
ました。
物理的な再建計画を進める一方で，住民同士の
安心・安全な交流の場づくり，地域の伝統や文化
を継承する活動，そして新住民を受け入れるため
の仕組みづくりといった，「ソフトな復興」への
支援が不可欠でした。

⑵　合意形成の複雑化
また，復興事業の推進においては，多様なステ
ークホルダー（被災者，地権者，自治体，事業者
など）が存在し，それぞれの意見や立場を調整し
ながら，迅速かつ公正な意思決定を行う必要があ
りました。特に，被災の程度や生活再建の進捗度
合いによって，住民間の意見の隔たりが大きくな
る傾向があり，合意形成プロセスの透明性と，専
門的知見に基づいた公平な情報提供が極めて重要
でした。

写真－ 1　開所式の様子

図－ 2　ましきラボの役割
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3.　ましきラボの機能

ましきラボの活動は，次の三つの機能 3）が相
互に循環し，持続的なまちづくり活動の継続性と
発展性を支える構造となっています。

⑴　教育（Education）：次世代の人材育成
ましきラボは，熊本大学の教員や学生が現実の

まちづくりを学ぶための「生きた教材」を提供し
ています。学生たちは，地域住民の聞き取り調
査，ワークショップの企画・運営，復興事業のモ
ニタリングなどに参加することで，机上の学問で
は得られない実践的な知識と，地域社会への貢献
意識を育みます。これは将来，建設マネジメント
分野で活躍する人材に，地域協働の視点を植え付
ける上で重要な教育機会となっています。

⑵　実践（Practice）：地域協働プロジェクトの
推進
地域や行政の具体的な課題に対し，大学の研究
者や学生がチームを組み，解決策を実践すること
が，ましきラボの中核となる機能です。
仮設住宅や復興公営住宅の集会所を活用した交
流イベントの企画・運営支援，地域資源のマップ
化，地域課題について話し合うワークショップの
ファシリテーションなど，分断されたコミュニテ
ィをつなぎ直す「接着剤」のような役割を果たし
てきました。
さらに，益城町の復興計画や各種計画策定への
技術的な助言，地盤リスクに関する情報提供，都
市計画における専門的なシミュレーションの実施
など，大学の専門性を活かし，行政の計画立案を
支援しました。
また，地域特産品のブランド化支援や，震災遺
構の保存・活用に関する検討など，まちの魅力を
再発見し，復興後の持続的な経済活動につなげる
ための活動を展開してきました。

⑶　研究（Research）：知見の蓄積と一般化
実践活動から得られた生きたデータと教訓は，
学術的な研究へとフィードバックされます。復興
プロセスにおける住民の意思決定メカニズム，災
害からのレジリエンス向上，効果的な住民参加手
法といったテーマで研究を行い，その成果を論文
や学会発表を通じて社会に還元しています。
この「研究」のサイクルが，ましきラボの活動
を単なるボランティアに終わらせず，普遍的な知
見として全国の被災地や地域課題の解決に資する
「地域マネジメント技術」にまで高める可能性を
秘めていると考えます。

4.　�共創の地域マネジメントとしての
「記憶の継承」

⑴　益城町における記憶の継承事業の概要
熊本地震から約 1年と 4 カ月が過ぎた平成 29
年 8 月に，益城町「平成 28 年熊本地震記憶の継
承」（以下，「記憶の継承」という）検討・推進委
員会が設置されました。この専門委員として，ま
しきラボのメンバーが関わってきました。
益城町では熊本地震によって多くの方の命が失
われ，美しいふるさとの姿も失われました。この
甚大な被害を受けた状態から元の姿を取り戻し，
あらためて災害に強い，さらに美しい町へと発展
していくために，平成 28 年熊本地震で何が起き
たのか，町はどう復興していくのかという「震災
の記憶」は重要な礎となります。
本委員会の設置目的は，「平成 28 年熊本地震の
経験，反省及び教訓を風化させず，正しく後世に
継承していくため，記憶の継承の実現に向けた取
組を強力に推進していくこと」とあります。本委
員会は，学識経験者，町議会議員，地域住民の代
表者，関係行政機関の職員から構成され，次の事
項について調査・研究し，その経過及び結果を町
長に報告します。
①　震災記念公園に関すること
②　震災遺構の保存・活用に関すること
③　震災アーカイブに関すること
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④　防災教育の充実に関すること
⑤　その他記憶の継承に関すること

⑵　記憶の継承事業の基本方針
ここでは基本方針の内容を紹介します。
①　目　的
住民が一体となって災害に強い益城町をつく
り，それを将来にわたって維持していくために，
一人ひとりが常に災害に対する備えに取り組んで
おく必要があります。全住民が熊本地震について
の経験を共有し，それに基づき災害に対する備え
に取り組むことを第一の目的とします。
また，益城町の経験や教訓を全国に伝え，日本
全体の防災力向上に貢献することも，「記憶の継
承」の目的として考えていきます。
②　主体・期限
本事業の主体は，現在及び将来の益城町の住民
全てとし，記憶の継承事業の目的に照らして，こ
の取組には期限はないものと考えます。
③　内　容
記憶の継承事業では，次の四つの記憶を継承し
ていきます。
1）　いのちの記憶
平成 28 年熊本地震によって失われた尊い命

について，追悼の想いと共に記憶します。
2）　くらしの記憶
熊本地震によって，日常の何気ない生活が大

きく損なわれました。地震がくらしに与えた影
響を，地震の脅威と共に記憶します。
3）　活動の記憶
震災発生後，町内外の多くの方々によって，

日常を取り戻すためのさまざまな活動が行われ
ています。復旧・復興の歩みと共に，その活動
の内容や課題を記憶します。
4）　大地の記憶
平成 28 年 4 月 14 日，16 日に発生した地震

動と，それによる益城町の大地への影響を，益
城町の大地の特徴と共に記憶します。
④　手　法
主に，益城町復興計画に記載されている次の内

容について取り組んでいきます。
1）　震災記念公園の整備
追悼の場としての震災記念公園の整備等に取
り組んでいきます。
2）　震災遺構の保存・活用
益城町における地震と，それによる被害を後
世に伝えるために，震災によって被害を受けた
物件（震災遺構）の現物及び記録を保存し，伝
えていきます。
3）　災害アーカイブの整備
震災によるくらしへの影響や，復旧・復興に
向けた取組を記録するために，画像や映像，文
書等の記録を保存し，伝えていきます。
4）　防災教育の充実
震災の記憶に基づき，防災・減災に対する意
識を地域の文化として醸成していくために，語
り部の育成や学習教材の充実を図り，学校や地
域における防災教育の充実に取り組んでいきま
す。

⑶　記憶の継承事業の実践
①　委員会
現在まで，益城町「平成 28 年熊本地震記憶の
継承」検討・推進委員会（柿本竜治会長）は 11
回開催されてきました。
②　部　会
委員会の下に，それぞれの目的を有した，
1）　震災記念公園専門部会（星野裕司部会長）
2）�　震災遺構の保存・活用専門部会（田中尚人
部会長）
3）　防災教育専門部会（竹内裕希子部会長）
の 3専門部会が設置されました。防災教育専門部
会にて記憶の継承の手法，震災遺構の保存・活用
専門部会にて記憶の継承のコンテンツ，震災記念
公園専門部会にて記憶の継承の場について話し合
い，これらの「活用」については，3部会合同で
取り組むという合意が得られました。
③　記憶の継承活動の意義
記憶の継承事業には，文化財，建設，教育，観
光，都市計画，まちづくりなどの多様な分野が関
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わることになり，その調整など課題は山積してい
ます。
益城町では，復興計画の骨子にも描かれた「協
働のまちづくり」の実践の場として「記憶の継承」
事業を捉え，第 2回の委員会では，「記憶の継承」
推進に当たっての基本姿勢として，「益城町民が
主体的に，一人ひとりが「益城らしさ」を継承す
る」，「町民，行政，その他の各種団体が，益城町
のために協働して取り組む」，「震災遺構を，でき
るだけ保存・活用するために，できることから主
体的に取り組む」の三つの方針が示されました。
市民一人ひとりが，自分事として益城町の記憶
の継承事業に取り組めるよう，終わりのない本事
業を，益城町における未来創造，共創の場として
いくことが求められています。
④　みんなでツナグ 益城の記憶
この「記憶の継承」事業において，町民一人ひ
とりが語り部となるようシビックプライドを育む
ために重要だと考えてきたのが，「みんなでツナ
グ 益城の記憶」と呼ばれるワークショップ形式
のイベントです。記憶の継承をテーマとして，前
半は毎回数組の町民が話題を提供し，後半は町民
同士の対話を通じて学びを共創する取り組みとし
てきました（表－ 1）。

コロナ禍の影響で間が空いてしまいましたが，
毎年秋と春の 2回開催され，熊本地震に関する町
民への話題提供を行ってきました。
その中でも第一回は，益城弁で堂園地区に残る

「大蛇伝説」が朗読されるパフォーマンス（写真
－ 2）があった後，9組の町民たちがポスターを
作成し，熊本地震時のことや復旧・復興の道のり
を話され，それを町民たちが「自分事」として真
剣に聞き，最後の対話の時間に熱心に話し込んで
いました。その年度末の 3月に開催された第二回
（写真－ 3）では，「復興は木山中からプロジェク
ト」の中学生たちが，オープンニングのパフォー
マンスを行いました。

半年に一度，「みんなでツナグ 益城の記憶」が
開催されるたびに，数組の町民が語り手として登
壇します。災害時の話もあったり，復興の過程に
おける学びを話したり，その多様性を互いに認め
合う場がつくられてきました。同じ益城町民とい
う親しみからか，多世代の人々が屈託なく交流す

表－ 1　みんなでツナグ 益城の記憶一覧
回数 日付 場所

第一回 2018 年 9 月 22 日 ミナテラス視聴覚室

第二回 2019 年 3 月 30 日 ミナテラス視聴覚室

第三回 2022 年 11 月 5 日 ミナテラス視聴覚室

第四回 2023 年 3 月 11 日 益城町総合体育館会議室 1・2

第五回 2023 年 9 月 2 日 復興まちづくりセンター「にじいろ」

第六回 2024 年 3 月 16 日 復興まちづくりセンター「にじいろ」

第七回 2024 年 9 月 14 日 復興まちづくりセンター「にじいろ」

第八回 2025 年 3 月 22 日
潮井自然公園みんなの家集合
※ウォーキングイベントとして開催

第九回 2025 年 10 月 12 日
益城町総合体育館駐車場集合「MAS
IKI 記憶の継承ウォーク＆ライド」と
して開催

写真－ 2　 2018年 9月 22日（土）　みんなでツナグ 
益城の記憶 vol.1

写真－ 3　  2019年 3月 30日（土）　みんなでツナグ  
益城の記憶 vol.2
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る姿を見ると，自分の身に起きたことを単に語る
だけでなく，語られた経験を，自分事化する場を
共創してきた印象があります。
第五回からは，益城町役場と熊本大学の共同運
営体制から益城町地域おこし協力隊（現：まちづ
くりパートナーズ）の方々が主体的に運営するカ
タチに変化し，さらに町民と自治体との協働（図
－ 3）が深まりました。

5.　おわりに

ましきラボの取り組みは，熊本地震からの復興
という状況下で始まりましたが，その活動を通じ
て得られた知見は，全国の人口減少，高齢化，そ
して頻発する激甚災害といった共通の地域課題に

対応するまちづくりに対して，さまざまな示唆に
富んでいると考えます。
コロナ禍もあり，震災復興そのものが停滞して
いる時期も，ましきラボは益城町における活動を
継続し，「復興後」を見据えた地域課題解決の対
応へとシフトしています。今後は，高齢者の生活
支援，地域産業の活性化，そして防災・減災教育
といった，より広範な領域での地域協働型プロジ
ェクトを多様なステークホルダーと実践していく
ことになります。
ラボの存在意義は，単なる「災害復興支援」か
ら「持続可能な地域社会を創出するプラットフォ
ーム」へと徐々に移行しつつあります。具体的に
は，復興事業のモニタリングにとどまらず，長期
的なまちの資産価値を高めるためのエリアマネジ
メント手法の導入や，地域データのデジタル化に
よる生活サービス向上といった，建設マネジメン
ト技術が深く関わる分野への展開が期待されます。
以上のように，熊本大学ましきラボの取り組み
は，大学が持つ専門性と中立性を地域マネジメン
トに活かし，災害復興から持続可能なまちづくり
へとつなげる先進的な試みです。これは，高齢社
会を迎えた日本のこれからの地域課題解決におけ
る「大学の社会的役割」を再定義するものであり，
全国の大学と自治体にとって，公民連携による地
域マネジメントの新たなあり方を示すものと考え
ています。
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図－ 3　 2025年 10月 12日（日）　みんなでツナグ 
vol.9のフライヤー
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